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技術・家庭科への移行とは

なにを意味するか
－新しい教科観の確立のために一

鈴木寿雄

１

発表いらい議論の多い技術・家庭科も，いよいよ４月から移行期にはいる。移

行カリキュラムの作成も終り，あとは実施を待つばかりという，手まわしのよい

学校もあるだろうし，中学校発足いらいめまぐるしいこの教科の変転にいささか

疲れをおぼえ，ひたすら情報待ちといった学校もあろう。しかし多くの学校では，

職業・家庭科から技術・家庭科への移行という問題は，たんにカリキュラムの手

直しということにとどまらず，これまでの技術教育の考えかたや学習指導のあり

かたの，根本的な方向変更を意味するものだということに気づきはじめているこ

とだろう。とはいうものの，年余にわたる多くの議論がとかく観念的，感情的に

流れて，いまだ議論が整理されていない段階であるから，そうした現場の着眼点

を具体的に発展させうるような論は，きわめて少ないように思われる。

いかに学習指導要領の基準性が明確になったといっても，それが技術教育の考

えかたや学習指導のありかたまで規制してはいない。学習指導要領の基準に則し

て，合法的かつ消極的にカリキュラムを作成することは，きわめてたやすいこと

である。しかし，そうした教育実践からどんな成果が期待できようか。ぼん'もの

の技術・家庭科を実践するためには，学習指導要領以前に技術教育の考えかたを

確かなものとすることが必要だし，学習指導要領以後に子どもの論理と心理にも

とづいた学習指導のありかたを創造することがたいせつである。学習指導要領は，

こうした観点からすれば，しょせんカリキュラム作成上の骨組でしかないわけで，
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技術・家庭科を生々とさせ，その成果をみのり豊かなものにする原動力は，現場

の積極的，創造的な研究実践以外にはないのである。

このときにあたって，われわれが第一に着手しなくてはならないことは，応急

処置的な移行カリキュラムを安直に作成することではなく，地道にあせらず，ほ

んものの技術・家庭科のあるべき姿を求めて，集中的な，かつ集団的な思考をこ

らすことであろう。議論はいろいろとされてきたが，観念や感情をこえた議論は

これからである。

２

技術・家庭科の成立いらい，しばしば非離された点は，従前の職業・家庭科と

くらべて技能教育く徒弟教育＞的色彩が強まったということである。その論拠と

しては，第１に，農業的内容を削減し，商業的内容を全廃して工的内容だけにか

たよっているのは，この教科が産業資本家の要請からみちびかれた「すぐに役に

つ技能者」の養成をめざしているからである，ということがあげられ，第２に，

この教科は理科や数学などの自然科学の知識・理解を確かな土台としておらず，

ほんものの「技術の教育」には欠くことのできない技術そのものの理論的学習を

軽視して，盲目的な「技能の教育」にとどまっている，という点があげられてき

た。

ところで，最近における科学技術の急速な進歩と産業のめざましい発展は，必

然的に産業労働者の質的向上を必要とし，いまや中途半端な技能教育は役にたた

なくなりつつある。１昨年成立した「職業訓練法」にもとづく技能教育の再編成

の動きは，この事実を雄弁に物語っている。多くの産業資本家は，工業高校や大

学における，専門教育としての技術教育に対しては，かなりはっきりした要求や

期待をもっているけれども，中学校における，一般教育としての技術教育に対し

ては，なんらの要求も期待ももってはいない。むしろかれらは，義務教育の段階

においては，国語・数学ななど基礎学力を高めることがなりよりも重要であり，

技術教育などは有害無益なものだと信じている。こうしたこんにち的事態におい

て，かって高等小学校に低度の職業技術教育をめざして「実業科」を設けたのと

同様の趣旨で技術・家庭科が設けられたのであれば，これほど時代錯誤なことは

ないであろう。実業科を必要とし，それをささえてきた社会的・経済的体制はす
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でに過去の歴史となってしまった。

それにもかかわらず，「役にもたたない」技術・家庭科を新設して，技術教育

を強化しようとする意味はどこにあるのだろうか。それは，いうまでもなく，国

民全体の科学的・技術的な水準を高めることにより，わが国の産業や国民生活を

いっそう発展向上させることがきわめて重要になってきた，という認識にある。

もはや世界は宇宙時代に突入したといわれ，科学技術の画期的な進展は，時々刻

々現代史を書き替えており，現代人に必要な教養の質的変化をよびおこしている。

科学や技術に関する教養は，いまや特定の専門家や職業人にだけ必要なものでは

なく，現代に生きるすべての人間に必須の教養と考えられるようになった。ここ

に一般教育としての技術教育の使命があり，技術・家庭科を設けて，進路のいか

んをとわず，すべての生徒に必修させようとする趣旨も，まさにこのことに着目

したからにほかならない。

したがって技術・家庭科では，その発想において，すでに，ものを総合的に考

えながらつくり上げ完成するという創造的な能力の形成を最も重視し，実業科い

らい引き継がれてきた職業準備教育的な考えかたや，地域に埋没するような順応

主義のたてまえを全く排除したのであった。

技術・家庭科の教育内容の中核として「工的内容」がすえられたゆえんも，そ

うした能力を形成する場合に，最も学習の場の設定が容易で，比較的まとまった

時間にそのしくみやはたらきの全般を理解させやすく，かつ近代技術の典型的な

意味をもち，こんにちの生活に欠くことのできない基礎教養としての性格を比較

的多くもっている，ということにもとづくものであって，工業の重視，農業・商

業の軽視あるいは無視といった考えかたから出たものではない。いわゆる産業主

義の立場からすれば，どれ＆が重要なのであり，あえて鉱業や林業なども省かれ

るべき理由はないであろう。しかしながら，一般教育としての技術教育の真のね

らいは，各種の重要産業の現状や動向をひとわたり理解させることにあるのでも

なく，それらの入門技術をよせ集めて，広く浅くふれさせることにあるのでもな

い。こうした考えかたは，従前の職業・家庭科を性格づけてきた「職業指導」的

観点であって，技術・家庭科の発想においては，実業科的な考えかたとともに一

掃されたものである。
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３

さて，技術・家庭科を技能教育とみなす第２の論拠は，理科や数学との関連や

配慮が切りすてられ，技術の理論的学習が軽視されている，という点であった。

科学教育と技術教育とは，あたかも車の両輪のごとき関係にあり，前者は後者

に理論的根拠を与え，後者は前者を具体化し現実化するものであるから，両者の

関連を密にすることはきわめて重要なことがらである。ところが，従前の教育課

程では，理科，数学，職業・家庭科間の内容的な運らくはほとんど考慮されてお

らず，現場の創意くふうによる改善だけでは，問題は解決されえなかった。この

ような欠陥を根本的に反省し，科学技術教育という総合的見地から，関係教科の

再編成を行ない，各教科の調整を図ることが必要であった。その結果，技術・家

庭科では，その項目の学年配当においてもくたとえば機械・電気の配列に承られるよ

うに＞，内容の組織においてもくたとえば機械の要素・機構・材料の研究を重規したこ

とに染られるように＞，かなり改善されたことは事実である。とはいうものの，一

つ一つの実習例の中で，理科や数学の学習をどのようにかみ合わせて考えている

か，ということになると，まだまだ未解決な問題が多いということも事実である。

科学教育と技術教育の関連を図るということがらは，実は，こうした一つ一つの

プロジェクトの展開の一こま一こまにおいて，最も重大な意味をもってくるので

ある。ここに，プロジェクトの自然科学的，技術的吟味という，現場的な実践課

題があるわけである。

技術・家庭科では，その目標から明らかなように，近代技術を理解し活用する

能力をつちかい，生活に処する基本的な態度を養うことにあるが，そうした能力

や態度を身につけさせるには，’ものを総合的に考えながらつくり上げ完成すると

いう創造的な活動に没頭させることが肝要であって，こうした学習に徹底するこ

とによってのみ，科学と技術の相互依存の関係や，技術と生活や産業との密接な

関連についても固定的，皮相的な理解にとどまらず，つねに変化発展する動きの

中で，正しくその方向をみきわめ，多面的に身につけていくことができるように

なるのである。このように，「創造し生産する喜びを味わう活動」を通して創造

的，実践的な能力や態度を養うことが一般教育としての技術教育の大きな特色で

あり，他教科と最も異なる点でもある。
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』

したがって，実践的活動くプロジェクト＞とかかわりなく画法幾何学・材料学…

・機構学などの技術学ないし工学的理論を教えこむことが中学校における技術教

育の正しいありかたとは考えられない。もちろん，実践的活動の一こま一こまを，

理論づけ系統づけることはきわめて重要なことで，技術・家庭科の内容は，こう

した観点から編成されている。しかしながら，「技術の教育」を強調するあまり，

既成の技術体系を生産の実際から切りはなして学習させることは，専門教育の亜

流になりがちであり，つねに生成発展する技術そのものを固定的，絶対的にみな

す危険をはらんでいる。技術・家庭科の発想においては，かかる旧時代的な技術

教育の考えかたを排し，既成の技術体系を創造のプロセスに翻訳し，それが動い

ていく姿をとらえ，その中で新しいものを生みだしていく契機をとらえさせよう

としたのである。このことは，同じく実践的活動を重視し，それを通してえられ

る心がまえを期待しているといっても，盲目的な「勤労の態度」の養成をめざし

た旧制中学校の「作業科」とは，全く異質のものである。

４

以上のことがらと関連して，技術ｄ家庭科の内容において，「産業ならびに職

業生活・家庭生活についての社会的，経済的な知識・理解」を全く無視し，たん

に技術的な面だけを前面におしだして，ものごとを合理的に思考し，科学的に批

判する態度を打ち消そうとしている，と非難されてきた。

一般教育としての技術教育の真のねらいは，たんに一つ一つの技術を身につけ

ることだけにとどまらず，それらを総合的に理解し活用して，こんにちの産業的，

技術的な生活に処する基本的な態度を養うことにあるから，わが国の産業や国民

生活を改善向上させるための，社会的，経済的な視点を見失ってはならないこと

はいうまでもない。しかしながら，その内容は，この教科の実践的な活動と直接

的にかかわりのない「職業に関する情報」でも，社会科の「財政と家計，家族生

活」に関する単元の縮刷版でもないはずである。

ところが，従前の職業・家庭科では，社会的な面，経済的な面をも学習させる

という名のもとに，技術的な面の学習を窓としてえられる社会的，経済的な知識

以外の知識。理解が，無系統にふくまれていた。このたびの改訂では，「進路指

導」の面は特別教育活動の中の「学級活動」にうつされ，いわゆる職業指導的な

６






























































































































